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大量製造・輸送・活用へ

川
崎
重
工
業 

執
行
役
員 

技
術
開
発
本
部
副
本
部
長 

兼
Ｈ
ｙ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ 

理
事
長

原
田 

英
一 

氏

し
た
。
基
地
は
神
戸
空
港
島

に
建
設
中
で
工
事
の
最
終
段

階
に
あ
る
。
２
０
１
８
年
度

か
ら
は
神
戸
の
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
地
区
で
水
素
ガ
ス
タ

ー
ビ
ン
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
実
証
試
験
を
開

始
。
市
街
地
で
の
水
素
１
０

０
％
を
燃
料
と
し
た
ガ
ス
タ

ー
ビ
ン
に
よ
る
熱
電
併
給
は

世
界
初
に
な
る
。
パ
イ
ロ
ッ

ト
実
証
に
続
い
て
25
年
ご
ろ

に
商
用
化
実
証
、
30
年
に
は

本
格
的
な
商
用
化
を
目
指

す
。
現
在
は
22
年
を
目
標

に
、
液
化
水
素
運
搬
船
や
水

素
タ
ン
ク
の
大
型
化
の
技
術

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
水
素
チ
ェ

ー
ン
で
脱
炭
素
化
を
進
め
て

い
け
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
安
定
性
、
環
境
性
、
日

本
の
産
業
競
争
力
の
向
上
が

期
待
で
き
る
。
イ
ン
フ
ラ
整

備
後
、
徐
々
に
再
エ
ネ
発
電

に
移
行
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
実
現
に
も
貢
献
し
て

い
く
。

　

環
境
と
経
済
の
好
循
環
を

も
た
ら
す
水
素
に
世
界
が
注

目
し
て
い
る
。
民
間
組
織
ハ

イ
ド
ロ
ジ
ェ
ン
・
カ
ウ
ン
シ

ル
に
は
世
界
81
社
が
参
加

し
、
水
素
を
利
用
し
た
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移
行
に
向
け

た
共
同
ビ
ジ
ョ
ン
と
長
期
的

な
目
標
を
提
唱
し
て
い
る
。

　

当
社
は
日
豪
共
同
の
水
素

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
の

実
証
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ラ

ト
ロ
ー
ブ
バ
レ
ー
に
大
量
に

存
在
す
る
褐
炭
を
利
用
し
て

水
素
を
製
造
し
、
液
化
水
素

に
し
て
神
戸
に
大
量
輸
送
す

る
。
世
界
初
の
液
化
水
素
運

搬
船
「
す
い
そ　

ふ
ろ
ん
て

ぃ
あ
」
は
昨
年
12
月
に
進
水

式
を
行
い
、
こ
の
３
月
に
液

化
水
素
タ
ン
ク
を
船
に
積
装

 

企
業
講
演

大量・長期貯蔵に優位性

清
水
建
設 

Ｌ
Ｃ
Ｖ
事
業
本
部 

上
席
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
沼
田 

茂
生 

氏

と
維
持
管
理
費
の
定
量
評
価

に
よ
る
コ
ス
ト
を
検
討
。
再

エ
ネ
水
素
の
利
用
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
40
％
削
減
を
目
標
に
実

証
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
２
月
に
完
成

予
定
の
当
社
の
北
陸
支
店
新

社
屋
に
も
同
シ
ス
テ
ム
を
導

入
。
１
４
０
㌔
㍗
の
太
陽
光

発
電
を
装
備
し
、
休
日
の
余

剰
電
力
を
水
素
に
変
換
・
貯

蔵
し
て
平
日
の
消
費
に
あ
て

る
計
画
だ
。
２
０
０
０
㌔
㍗

時
に
相
当
す
る
大
容
量
の
水

素
貯
蔵
は
災
害
や
停
電
時
に

も
稼
働
で
き
る
。
大
量
か
つ

長
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
は

蓄
電
池
よ
り
も
水
素
に
優
位

性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

30
年
代
の
脱
炭
素
ま
ち
づ

く
り
で
は
、
都
市
近
郊
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
な
ど
の

再
エ
ネ
余
剰
資
源
か
ら
水
素

を
製
造
し
て
街
に
輸
送
す
る

構
想
も
あ
る
。
水
素
を
活
用

し
た
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ビ
ル
（
Ｚ
Ｅ
Ｂ
）

の
実
現
を
目
指
す
。

　

建
物
・
街
区
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
蓄

電
池
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯

蔵
設
備
が
重
要
だ
。
将
来
は

再
エ
ネ
導
入
の
増
加
で
余
剰

電
力
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て

お
り
、
余
剰
電
力
か
ら
Ｃ

Ｏ
２

フ
リ
ー
の
水
素
を
製
造

し
て
貯
蔵
す
る
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
。

　

当
社
で
は
産
業
技
術
総
合

研
究
所
と
共
同
で
、
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
シ
ス
テ
ム

「
Ｈ
ｙ
ｄ
ｒ
ｏ 

Ｑ
―
Ｂ
ｉ

ｃ
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

開
発
の
ポ
イ
ン
ト
は
水
素
吸

蔵
合
金
、
水
素
貯
蔵
タ
ン

ク
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
最
適
制
御

だ
。
福
島
県
郡
山
市
の
総
合

地
方
卸
売
市
場
に
同
シ
ス
テ

ム
を
接
続
し
、
建
物
か
ら
排

出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
量

 

企
業
講
演

米国での事業展開拡大
ジ
ョ
ー
・
カ
ペ
ロ 

氏

し
て
い
る
。
今
後
数
年
間
で

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
20
カ

所
建
設
す
る
予
定
だ
。
同
州

と
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
は
、

日
本
お
よ
び
日
本
企
業
と
の

協
力
に
強
い
意
欲
を
示
し
て

い
る
。

　

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
に
は

水
素
製
造
の
コ
ス
ト
削
減
が

鍵
だ
。
米
国
の
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
充
填
さ
れ
る
水
素

コ
ス
ト
は
今
後
10
年
間
で
約

50
％
減
少
し
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
所

有
コ
ス
ト
は
従
来
の
ガ
ソ
リ

ン
車
と
同
等
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
水
素
コ
ス
ト
が

下
が
る
に
つ
れ
、
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
車
両
や
設
備

の
新
た
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
増
え
る
だ
ろ
う
。

　

当
社
は
将
来
的
に
は
、
米

国
内
で
の
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
水

素
の
製
造
も
検
討
し
て
い
く

予
定
だ
。
製
造
か
ら
利
用
ま

で
、
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
構
築
を
目
指
し
、
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
時
代
の
最
先
端
を

リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
。

　

近
年
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
は
勢
い
を
増
し
て

い
る
。
拡
大
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
に
応
え
な
が
ら
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量

を
大
幅
に
削
減
す
る
に
は
、

水
素
の
活
用
が
不
可
欠
だ
。

　

米
国
で
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
が
気
候
変
動
へ
の
取
り

組
み
に
重
要
な
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
し
て
い
る
。
同
州
で

は
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設

投
資
を
奨
励
す
る
た
め
の
助

成
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

て
お
り
、
現
在
ま
で
に
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
41
カ
所
を
建

設
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
８
２
８
５
台
、

Ｆ
Ｃ
バ
ス
42
台
が
走
っ
て
い

る
。

　

当
社
は
昨
年
複
数
の
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
買
収
し
、

米
国
で
の
事
業
展
開
を
拡
大

再エネ＋水素で電力安定化

東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ 

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
統
括
部 

事
業
統
括
部
長

佐
薙 

徳
寿 

氏

７
月
か
ら
実
証
を
開
始
す

る
。
水
素
製
造
・
貯
蔵
・
供

給
、
電
力
需
給
の
バ
ラ
ン
ス

調
整
機
能
を
検
証
し
て
い
く
。

　

水
素
分
散
電
源
と
し
て
活

用
可
能
な
Ｈ
２
Ｏ
ｎ
ｅ
は
、

水
素
を
電
力
で
貯
蔵
し
自
立

的
か
つ
長
期
的
に
安
定
供
給

で
き
る
。
再
エ
ネ
が
不
安
定

な
時
に
は
蓄
電
池
で
補
う
ほ

か
、
冬
季
に
は
貯
蔵
し
て
い

る
水
素
で
Ｆ
Ｃ
の
発
電
も
可

能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ

ム
に
な
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や

楽
天
生
命
パ
ー
ク
宮
城
な
ど

に
導
入
し
て
い
る
。
再
エ
ネ

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を

追
加
し
た
Ｈ
２
Ｏ
ｎ
ｅ
マ
ル

チ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
商
用

機
並
み
の
急
速
充
電
が
可
能

だ
。
水
素
Ｆ
Ｃ
の
Ｈ
２
Ｒ
ｅ

ｘ
は
高
効
率
で
、
約
10
年
の

耐
久
性
な
ど
の
特
徴
が
あ

り
、
福
島
県
あ
づ
ま
総
合
運

動
公
園
な
ど
に
納
入
し
た
実

績
が
あ
る
。
移
動
型
水
素
Ｆ

Ｃ
シ
ス
テ
ム
に
も
取
り
組

み
、
大
容
量
化
と
コ
ン
パ
ク

ト
化
を
目
指
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
再
エ
ネ
）
の
余
剰
電
力
を

水
素
に
変
換
す
れ
ば
再
エ
ネ

＋
水
素
で
安
定
的
・
使
い
や

す
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
で
き

る
。
水
素
は
長
期
間
貯
蔵
が

可
能
な
ど
用
途
が
広
い
。
東

芝
で
は
自
立
型
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
の
普

及
、
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
構
築
に
よ
る
再
エ
ネ
水
素

お
よ
び
燃
料
電
池
（
Ｆ
Ｃ
）

の
普
及
を
目
指
し
て
い
る
。

　

パ
ワ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
ガ
ス

（
Ｐ
２
Ｇ
）
は
電
力
を
水
素

に
転
換
す
る
技
術
で
、
水
素

の
多
目
的
活
用
や
再
エ
ネ
の

最
大
限
導
入
が
可
能
だ
。
３

月
に
開
所
し
た
福
島
県
浪
江

町
の
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
は
年
間
９
０
０

㌧
の
水
素
製
造
能
力
が
あ
り
、

 

企
業
講
演

 

企
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講
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ステーション整備を加速

日
本
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

社
長

菅
原 

英
喜 

氏

月
に
設
立
さ
れ
、
現
在
25
社

で
構
成
。
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
自
立
化
を
目

標
に
掲
げ
、
10
年
後
を
め
ど

に
達
成
す
る
。
事
業
内
容
は

「
戦
略
的
な
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
整
備
」
「
今
あ
る
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
的
な
運

営
へ
の
貢
献
」
で
、
22
年
３

月
末
ま
で
に
新
た
に
合
計
80

基
を
設
置
す
る
予
定
だ
。

　

現
状
の
課
題
は
①
Ｆ
Ｃ
Ｖ

の
台
数
増
②
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
関
わ
る
費
用
の
低
減
③
水

素
コ
ス
ト
低
減
の
３
つ
だ
。

こ
れ
ら
を
最
大
限
に
行
う
に

は
、
民
間
の
力
だ
け
で
は
足

り
な
い
。
現
在
国
は
水
素
関

連
技
術
の
開
発
や
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
事
業
へ
の
投
資
を
積
極

的
に
支
え
て
い
る
。
Ｊ
Ｈ
ｙ

Ｍ
で
は
国
や
自
治
体
、
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
て
コ
ス

ト
低
減
、
規
制
緩
和
な
ど
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
自
立

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加

速
。
新
規
参
入
へ
の
障
壁
を

低
く
し
、
事
業
者
の
裾
野
を

広
げ
る
。

　

燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ

Ｖ
）
の
本
格
普
及
は
近
く
ま

で
来
て
い
る
。
今
年
末
に
は

大
量
生
産
可
能
な
ト
ヨ
タ
の

次
期
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
が
月
１
０

０
０
台
ペ
ー
ス
で
市
場
に
登

場
す
る
。
現
代
や
メ
ル
セ
デ

ス
も
新
商
品
を
開
発
し
日
本

市
場
を
に
ら
ん
で
お
り
、
普

及
が
進
む
と
予
感
さ
せ
る
。

　

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
数
は
日
本
が
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
で
あ
り
、
２
０
３
０
年

に
は
９
０
０
カ
所
の
設
置
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
現
在
は

オ
フ
サ
イ
ト
型
で
５
億
円
、

オ
ン
サ
イ
ト
型
で
プ
ラ
ス
１

億
円
の
初
期
費
用
が
か
か
る

た
め
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
今

後
の
課
題
だ
。

　

わ
れ
わ
れ
Ｊ
Ｈ
ｙ
Ｍ
（
ジ

ェ
イ
ハ
イ
ム
）
は
一
昨
年
２
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石炭ガス化技術で水素製造

Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ（
電
源
開
発
） 

常
務
執
行
役
員

笹
津 

浩
司 

氏

ト
で
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
２

分

離
・
回
収
）
技
術
と
組
み
合

わ
せ
た
試
験
を
実
施
し
て
い

る
。
同
技
術
は
多
彩
な
用
途

へ
展
開
で
き
、
回
収
し
た
Ｃ

Ｏ
２

の
貯
留
や
、
化
成
品
、

合
成
燃
料
の
製
造
も
検
討
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｃ

Ｏ
２

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化

を
目
指
し
て
い
く
。

　

参
画
す
る
日
豪
褐
炭
水
素

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
実

証
事
業
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ラ
ト
ロ
ー
ブ
バ
レ
ー

の
未
利
用
褐
炭
を
ガ
ス
化
、

水
素
を
製
造
す
る
ま
で
を
当

社
が
担
当
し
て
い
る
。
現

在
、
最
終
の
建
設
工
事
を
実

施
中
だ
。
同
地
の
炭
鉱
近
く

に
は
Ｃ
Ｏ
２

貯
留
サ
イ
ト
が

立
地
し
て
お
り
、
将
来
的
に

は
安
価
で
安
定
し
た
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
水
素
供
給
の
実
現
を

目
指
し
た
い
。
商
用
化
に
向

け
Ｃ
Ｏ
２

を
安
全
・
確
実
に

閉
じ
込
め
る
技
術
や
、
資
源

と
し
て
活
用
す
る
（
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
）
技
術
が
重

要
な
鍵
を
握
る
だ
ろ
う
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
７
番
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
）
や
13
番
（
気

候
変
動
対
策
）
に
は
低
・
脱

炭
素
化
の
取
り
組
み
が
必
要

だ
が
、
中
長
期
的
に
化
石
資

源
は
使
い
続
け
ら
れ
簡
単
に

は
代
替
で
き
な
い
状
況
だ
。

そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
化
石

資
源
か
ら
水
素
を
取
り
出
す

技
術
。
当
社
で
は
石
炭
ガ
ス

化
技
術
に
着
目
し
て
い
る
。

石
炭
を
高
温
高
圧
下
で
少
量

の
酸
素
と
と
も
に
蒸
し
焼
き

状
態
に
し
、
高
濃
度
の
一
酸

化
炭
素
と
水
素
を
主
成
分
と

す
る
合
成
ガ
ス
を
製
造
す
る

方
法
に
な
る
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
試
験
で
は
Ｅ

Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
酸
素
吹
ガ
ス
化
炉

で
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
石
炭

ガ
ス
化
効
率
を
達
成
。
大
崎

ク
ー
ル
ジ
ェ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

 

企
業
講
演

インフラ整備進む

岩
谷
産
業 

執
行
役
員 

米
国
総
代
表

（
米
国
岩
谷
会
社 

会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

再
エ
ネ
導
入
を
促
進
す
る
東
芝
の
水
素
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

国
際
⽔
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
の
水
素
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

再
エ
ネ
水
素
の
建
物
・
街
区
で
の

　
　
　

利
活
用
に
向
け
た
開
発
と
実
証

燃
料
電
池
⾃
動
⾞
普
及
に
向
け
た

　
　
　

⽔
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
の
加
速

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
促
す
た
め
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン




